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研究成果の概要（和文）：フッ化物洗口は唾液の緩衝能の上昇、S. mutans数の抑制、イオン濃度に影響を与えること
が示唆された。歯面別から採取したプラーク中のS. mutansの相対比は大唾液腺に近接している下顎前歯部舌側面が最
も低いことが明らかとなった。プラークの組成は唾液の影響を受けることから、齲蝕誘発性の低いプラークを作製する
ことは可能であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：It was suggested that fluoride mouth rinsing tends to affect salivary buffer 
capacity, S. mutans levels and ion concentrations in saliva. In different sites of teeth of dental 
plaque, there were significant site-specificities of relative DNA concentration of S. mutans. The dental 
plaque on lower-anterior-lingual (LAL) near the orifices of salivary glands was lowest level of DNA 
concentration of S. mutans. Since composition of dental plaque has a direct influence on saliva, it may 
be suspected to develop non-caries-inducing dental plaque.

研究分野： 小児歯科学
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１．研究開始当初の背景 
齲蝕の原因は Streptococcus mutans など

の微生物で構成されているプラークである
ことは周知の事実であり、齲蝕予防として古
くからプラークコントロールが行われてき
た。しかし、プラークを完全に除去すること
は不可能である。一方でプラークには、F、
Ca、P といったエナメル質の再石灰化に必要
とするイオンが多く存在する。下顎前歯部舌
側面に付着したプラークは pH、緩衝能、Ca
量、P 量、F 量が有意に高く、上顎前歯部唇
側面に付着したプラークは pH、緩衝能が有意
に低く、下顎臼歯部頬側面に付着したプラー
クは Ca 量、P量、F量が有意に低かったこと
がすでに明らかとなっている。この結果は、
乳歯の歯面別 df 歯率において下顎乳前歯部
の齲蝕罹患率は低く、上顎乳前歯部唇側面、
下顎乳臼歯部頬側面の齲蝕罹患率が高かっ
たとの報告(真柳秀昭ほか，1995)と比較する
と、齲蝕罹患率の低い部位に付着したプラー
クは pH、緩衝能、Ca 量、P量、F量が高いと
示唆される。したがって、齲蝕罹患率を減少
させるためには、pH、緩衝能、Ca 量、P 量、
F 量の高いプラークを構築させればよいと考
えられる。また、プラーク内の S. mutans な
どの齲蝕原性細菌を減少させることができ
れば、これまで齲蝕の原因であったプラーク
を齲蝕予防として活用することが期待され
る。 
 
２．研究の目的 
歯面に残存したプラークを S.mutans など
の細菌数を減少させ、かつ Ca、P、F が豊富
に蓄積させれば、齲蝕予防に極めて有効であ
ることから、本研究は再石灰化を促進させる
ことができる非齲蝕誘発性プラークの構築
を目的として実施する。 
 
３．研究の方法 
（1）歯面別におけるプラークの細菌叢の比
較 
成人被験者 11 名の上下顎前歯部唇・舌側

面、臼歯部頬・舌側面の計 8か所からプラー
クを採取した。採取したプラークから細菌性
DNA を抽出後、Real-time PCR 法にて、
S.mutansと Streptococcus sobrinus の相対
比率を歯面別で比較した。 
 
（2）フッ化物洗口実施有無による口腔環境
の比較 
フッ化物洗口（450ppmF/週 1 回）を実施し

ている同一幼児群（24 名）と実施していない
同一幼児群（22 名）から採取した安静時唾液
の毎分流量、pH、緩衝能、S. mutans 数、イ
オン濃度を測定し、フッ化物洗口実施有無と
経年的変化の比較をした。なお、フッ化物洗
口は年中児から実施している。 
 
４．研究成果  
（1）歯面別におけるプラークの細菌叢の比

較 
歯面別におけるプラーク中の全細菌に対

する S. mutans、S. sobrinus の相対比は、   
S. mutans においては、下顎臼歯部頬側面

（LPB）が最も高く、下顎前歯部舌側面（LAL）
が最も低く、危険率 1 %にて有意差が認めら
れた (Fig.1)。S. sobrinus においては、有
意差は認められなかったが、LPB が最も高く、
下顎前歯部唇側面（LAB）が最も低かった 
(Fig.2)。プラークの細菌叢は一口腔内にお
いて付着していた歯面により異なることが
示唆された。 
 
（2）フッ化物洗口実施有無による口腔環境
の比較 
フッ化物洗口未実施群は、唾液流量が経年

的増加を認めたのに対し、pH と SO4
3-は経年的

減少を認めた (Table 1)。 

 
フッ化物洗口実施群は、唾液流量において

はフッ化物洗口未実施群と同様に経年的増
加を認めた。緩衝能、Na+、Cl-は経年的増加
を認めた (Table 2)。 
 



 
年中児におけるフッ化物洗口実施有無に

よる唾液因子の比較は、緩衝能はフッ化物洗
口未実施群の方が有意に高かったが、NH4

+は
フッ化物洗口群の方が有意に高かった 
(Table 3)。 

 
年長児におけるフッ化物洗口実施有無に

よる唾液因子の比較は、NH4
+と NO3

-においてフ
ッ化物洗口実施群の方が有意に高かった。ま
た有意差は認められなかったが、フッ化物洗
口群において緩衝能は高く(p=0.066)、    
S. mutans 数は低い(p=0.052)傾向を示した  
(Table 4)。 

 
継続的なフッ化物洗口は唾液緩衝能を高

め、S. mutans 数を抑制する可能性が示唆さ
れた。また、唾液中イオン濃度はフッ化物洗
口未実施群において SO4

2-のみ経年的変化を
示したのに対し、フッ化物洗口群では Na+、  
Ca2+、K+、PO4

3-、NO3
-において経年的変化を示

したことから、継続的なフッ化物洗口は唾液
中無機イオン濃度に影響を与えることが示
唆された。 
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